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【研究のポイント】 

・マウス白血病ウィルス由来の逆転写酵素が、平滑 DNA 末端に対して、従来知

られていた酵素よりも非常に強い塩基付加活性を有していることを発見。 

 

・今回発見した塩基付加活性はアデニン（A）、シトシン（C）、グアニン（G）、

チミン（T）いずれの塩基についても 1 から 4 塩基程度を付加できます。 

 

・今後 DNA操作基礎技術の 1つとして、環境・化石由来の微量 DNAの解析や、シ

ングルセル解析などの方面での活用されることが期待されます。 

 

【研究概要】 

DNA 合成酵素のうちあるものは平滑 DNA の 3'端に、鋳型配列非依存的に塩

基を付加することで、3'突出を形成することが知られています(図)。これまでに

知られていたこのような活性を有する酵素は、いずれも A を付加する活性のみ

が強く、付加できる A の数も 1 つだけでした。東北大学大学院生命科学研究科

の大坪嘉行准教授、永田裕二教授、津田雅孝教授らの研究グループは、逆転写に

広く使用されているマウス白血病ウィルス由来の逆転写酵素＊１が、平滑 DNA 末

端＊２に対して A、C、G、T のいずれも 1 から 4 個付加可能な非常に強い活性を

有していることを見出しました。70 塩基から 1,120 塩基の異なる長さの 6 種類

の平滑 DNA 断片に対して G の付加反応を行った後、1 から 4 個の C を 3'端か

ら突出させた DNA 断片とライゲーション反応＊３を行ったところ 91 から 97%

の高い効率で連結させることができました。 

DNA 同士の連結は、DNA 操作上の基礎技術の 1 つです。本研究成果は、DNA

の連結効率を高める上で重要であり、環境あるいは化石由来の微量 DNA の解析

や、シングルセル解析などの方面での利用が期待されます。また、これまでの解

析技術は、期待通りに反応が進んだもののみ解析して全体を推測するサンプリ

ング調査的手法でした。今後さらに連結効率を高めることができれば DNA サン

プル中の DNA 分子の全数調査が可能になると考えられます。本研究成果はサン

プリング調査から全数調査へのブレークスルー技術の一端となることが期待さ



れます。 

この研究成果は 2 月 2 日付で Scientific Reports 誌に掲載されました。本研究

は、文部科学省科学研究費補助金および発酵研究所の研究助成を受けて行われ

ました。 
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DNA の 3'端に A、C、G、または T をおおよそ 1 から 4 個付加できる。実際に付く数は反

応時間や DNA 濃度などによって異なる。 

 

 

 

【用語説明】 

＊１ 逆転写酵素：RNA の遺伝情報を DNA に転写する働きを持ち、 RNA 鎖

を鋳型にして相補的な DNA 鎖を合成する酵素。本研究では、二本鎖 DNA

の末端に塩基を付加する強い活性をも有することを見出しました。 

＊２ 平滑 DNA 末端：２本鎖 DNA を構成する DNA 鎖の両方が突出してい

ない末端構造。（図参照） 

＊３ ライゲーション反応：DNA 鎖の末端同士を連結する反応。 

 

 

【研究手法】 

本研究の実施にあたり、キャピラリーシーケンサーにより得られたデータを

解析するソフトウエア TraceViewer を作成しました。蛍光ラベルされた DNA

の長さの変化を、簡便に解析することができます。 
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